
(57)【要約】

【課題】機械的強度とコストとＥＭＩシールド性能との

間の三つの兼ね合いの問題を解決する光ファイバトラン

シーバモジュールの提供。

【解決手段】光ファイバモジュール(10)は、電磁障害(E

MI)シールド(14)と共にインサート成形された第１のハ

ウジング(12)と、第１のハウジング内に取り付けられた

光電子サブアセンブリ(60)と、第１のハウジングに取り

付けられて光電子サブアセンブリを密閉する第２のハウ

ジング(16)とを含む。ＥＭＩシールドは、導電性メッシ

ュ(22)と導電性接触フィンガ(26)を含む。第１のハウジ

ングは、非導電性のハウジングフロア(32)と、非導電性

のハウジング側壁(38,40)と、少なくとも一つのコネク

タ差し込み口(56)を画定する非導電性突出部(54)とを含

み、ハウジングフロアとハウジング側壁は、ＥＭＩシー

ルドのメッシュを介して射出成形されて突出部と一体化

し、フィンガが突出部を少なくとも部分的に包囲するよ

うになっている。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 電 磁 障 害 （ Ｅ Ｍ Ｉ ） シ ー ル ド （ １ ４ ） と 、 及 び
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド と 共 に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） と を 備 え る
、 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド が 、
　 導 電 性 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） で あ っ て 、 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） が 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル
ド （ １ ４ ） の 前 記 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） を 介 し て 射 出 成 形 さ れ る 、 導 電 性 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） と
、 及 び
　 導 電 性 接 触 フ ィ ン ガ （ ２ ６ ） と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル （ １ ０
） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） が 、
　 非 導 電 性 の ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア （ ３ ２ ） と 、
　 非 導 電 性 の ハ ウ ジ ン グ 側 壁 （ ３ ８ ， ４ ０ ） と 、 及 び
　 少 な く と も 一 つ の コ ネ ク タ 差 し 込 み 口 （ ５ ６ ） を 画 定 す る 非 導 電 性 突 出 部 （ ５ ４ ） で あ
っ て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア と 前 記 ハ ウ ジ ン グ 側 壁 が 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド （ １ ４ ） の 前 記
メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） を 介 し て 射 出 成 形 さ れ て 前 記 突 出 部 （ ５ ４ ） と 一 体 化 し 、 前 記 接 触 フ ィ
ン ガ （ ２ ６ ） が 前 記 突 出 部 を 少 な く と も 部 分 的 に 包 囲 す る よ う に な っ て い る 、 非 導 電 性 突
出 部 と を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 取 り 付 け ら れ た 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ （ ６ ０ ） と 、
　 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ （ ６ ０ ） を
密 閉 す る 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ６ ） と を さ ら に 含 み 、
　 前 記 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） が 少 な く と も 一 つ の 開 口 （ ２ ８ ） を 画 定 し 、 前 記 光 電 子 サ ブ ア セ
ン ブ リ の 少 な く と も 一 つ の コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス （ ６ ６ ； ７ ０ ） が 、 前 記 少 な く と も 一
つ の 開 口 の 周 り の 前 記 メ ッ シ ュ に 当 接 し て 、 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ を 受 容 す る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 少 な く と も 一 つ の コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス が 、 Ｌ Ｃ 、 Ｓ Ｃ 、 及 び Ｍ Ｔ Ｒ Ｊ の コ ネ ク
タ イ ン タ フ ェ ー ス か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 及 び
　 前 記 モ ジ ュ ー ル が 、 ス モ ー ル フ ォ ー ム フ ァ ク タ プ ラ ガ ブ ル （ Ｓ Ｆ Ｐ ） ト ラ ン シ ー バ モ ジ
ュ ー ル 、 ギ ガ ビ ッ ト イ ン タ フ ェ ー ス コ ン バ ー タ （ Ｇ Ｂ Ｉ Ｃ ） ト ラ ン シ ー バ モ ジ ュ ー ル 、 及
び １ × ９ ト ラ ン シ ー バ モ ジ ュ ー ル か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 光
フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ） を 作 成 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 電 磁 障 害 （ Ｅ Ｍ Ｉ ） シ ー ル ド （ １ ４ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 及 び
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド と 共 に 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） を イ ン サ ー ト 成 形 す る ス テ ッ プ と
を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド （ １ ４ ） を 形 成 す る 前 記 ス テ ッ プ が 、
　 導 電 性 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ）
が 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド （ １ ４ ） の 前 記 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） を 介 し て 射 出 成 形 さ れ る 、 ス テ ッ
プ と 、 及 び
　 導 電 性 接 触 フ ィ ン ガ （ ２ ６ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ と を 含 む 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） を 射 出 成 形 す る 前 記 ス テ ッ プ が 、
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　 非 導 電 性 の ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア （ ３ ２ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 非 導 電 性 の ハ ウ ジ ン グ 側 壁 （ ３ ８ ， ４ ０ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 及 び
　 少 な く と も 一 つ の コ ネ ク タ 差 し 込 み 口 （ ５ ６ ） を 画 定 す る 非 導 電 性 突 出 部 （ ５ ４ ） を 形
成 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア と 前 記 ハ ウ ジ ン グ 側 壁 が 前 記 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー
ル ド （ １ ４ ） の 前 記 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） を 介 し て 射 出 成 形 さ れ て 、 前 記 突 出 部 （ ５ ４ ） と 一
体 化 し 、 前 記 接 触 フ ィ ン ガ （ ２ ６ ） が 前 記 突 出 部 を 少 な く と も 部 分 的 に 包 囲 す る よ う に な
っ て い る 、 ス テ ッ プ と を 含 む 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ） 内 に 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ （ ６ ０ ） を 取 り 付 け る ス テ ッ
プ と 、
　 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ （ １ ６ ） を 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン グ へ 取 り 付 け 、 前 記 光 電 子 サ ブ ア セ ン
ブ リ を 密 閉 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 み 、
　 前 記 メ ッ シ ュ （ ２ ２ ） が 少 な く と も 一 つ の 開 口 （ ２ ８ ） を 画 定 し 、 前 記 第 １ の ハ ウ ジ ン
グ （ １ ２ ） 内 に 前 記 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ （ ６ ０ ） を 取 り 付 け る 前 記 ス テ ッ プ が 、 光 フ ァ
イ バ コ ネ ク タ を 受 容 す る た め に 、 前 記 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ （ ６ ０ ） か ら 前 記 少 な く と も
一 つ の 開 口 の 周 り の 前 記 メ ッ シ ュ ま で 少 な く と も 一 つ の コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス （ ６ ６ ；
７ ０ ） を 当 接 さ せ る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 少 な く と も 一 つ の コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス が 、 Ｌ Ｃ 、 及 び Ｓ Ｃ の コ ネ ク タ イ ン タ フ
ェ ー ス か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 及 び
　 前 記 モ ジ ュ ー ル が 、 ス モ ー ル フ ォ ー ム フ ァ ク タ プ ラ ガ ブ ル （ Ｓ Ｆ Ｐ ） ト ラ ン シ ー バ モ ジ
ュ ー ル 、 ギ ガ ビ ッ ト イ ン タ フ ェ ー ス コ ン バ ー タ （ Ｇ Ｂ Ｉ Ｃ ） ト ラ ン シ ー バ モ ジ ュ ー ル 、 及
び １ × ９ ト ラ ン シ ー バ モ ジ ュ ー ル か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 体 型 に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ の 電 磁 障 害 シ ー ル ド
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ネ ッ ト ワ ー キ ン グ 機 器 内 で の 通 信 ビ ッ ト レ ー ト と 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ の 密 度 が 増 す
に つ れ て 、 光 ポ ー ト か ら は よ り 多 く の Ｅ Ｍ Ｉ （ 電 磁 妨 害 雑 音 、 又 は 電 磁 障 害 ） が 放 射 さ れ
る 。 過 剰 な Ｅ Ｍ Ｉ 放 射 に よ り 、 他 の 電 子 機 器 へ の 妨 害 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ の 低 コ ス ト は 、 可 能 な 限 り 射 出 成 形 プ ラ ス チ ッ ク 部 品 を 用 い る
こ と に よ り 達 成 さ れ て い る 。 低 い 材 料 お よ び 製 作 コ ス ト を 有 す る こ と に 加 え て 、 射 出 成 形
プ ラ ス チ ッ ク 部 品 が ス ナ ッ プ 嵌 合 の 組 み 立 て を 可 能 に し 、 固 締 具 と 組 み 立 て の 労 力 を 取 り
除 く こ と に よ り ト ラ ン シ ー バ の コ ス ト を さ ら に 低 減 す る 。 射 出 成 形 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク の
ト ラ ン シ ー バ ハ ウ ジ ン グ の 欠 点 に は 、 比 較 的 低 い 機 械 強 度 と 不 十 分 な Ｅ Ｍ Ｉ 性 能 が 含 ま れ
る （ 何 故 な ら 、 プ ラ ス チ ッ ク は 電 磁 的 に 透 過 性 で あ り 、 ベ ゼ ル 開 口 を 介 し て ト ラ ン シ ー バ
モ ジ ュ ー ル か ら Ｅ Ｍ Ｉ を 漏 出 さ せ る か ら で あ る ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 技 術 の 一 つ の 解 決 策 は 、 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ 上 に 外 側 金 属 薄 板 シ ー ル ド を 使 用
す る 。 し か し な が ら 、 周 辺 部 だ け が シ ー ル ド さ れ 、 Ｅ Ｍ Ｉ は ハ ウ ジ ン グ と ト ラ ン シ ー バ の
突 出 部 を 通 っ て 直 接 的 に 漏 出 す る よ う に な る 。 さ ら に 、 こ れ に よ っ て Ｅ Ｍ Ｉ が ポ ー ト を 出
て 、 フ ァ イ バ コ ネ ク タ の 金 属 部 品 に 結 合 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 別 の 従 来 技 術 の 解 決 策 は 、 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ 上 に 金 属 ハ ウ ジ ン グ を 使 用 す る 。 金
属 ハ ウ ジ ン グ は プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ジ ン グ よ り も コ ス ト が 高 く 、 金 属 に お い て ス ナ ッ プ 嵌 合

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-275407 A 2005.10.6



機 構 を 設 計 す る こ と が 困 難 で あ る の で 、 組 み 立 て に し ば し ば 固 締 具 を 必 要 と す る 。 こ れ ら
の 固 締 具 に よ り 、 追 加 の 材 料 と 人 件 費 が 追 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 別 の 従 来 技 術 の 解 決 策 は 、 ネ ッ ト ワ ー キ ン グ 機 器 を 密 閉 す る た め に 金 属 ド ア を 使 用 す る
。 し か し な が ら 、 金 属 ド ア は 機 器 の 全 体 コ ス ト に 加 算 さ れ 、 保 守 の た め の ア ク セ ス を 妨 げ
、 フ ァ イ バ の 引 き 回 し を 阻 害 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 別 の 従 来 技 術 の 解 決 策 は 、 プ ラ ス チ ッ ク の 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ ハ ウ ジ ン グ の 断 面 を
通 し て 挿 入 さ れ た 内 部 金 属 薄 板 シ ー ル ド を 使 用 す る 。 し か し な が ら 、 こ れ は ハ ウ ジ ン グ の
穿 孔 を 必 要 と し 、 シ ー ル ド が 挿 入 さ れ る ハ ウ ジ ン グ 断 面 の 劇 的 な 低 減 と い う 結 果 に な る 。
低 減 さ れ た 断 面 は 、 湾 曲 し た 状 態 に あ る ハ ウ ジ ン グ の 強 度 を 低 減 し 、 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ
が 横 荷 重 （ 即 ち 、 ト ラ ン シ ー バ の 長 軸 に 垂 直 に 作 用 す る 、 フ ァ イ バ に 加 え ら れ た 力 ） を 受
け た と き に ハ ウ ジ ン グ の 破 損 を 招 く 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 別 の 従 来 技 術 の 解 決 策 は 、 金 属 被 覆 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク の 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ ハ ウ
ジ ン グ を 使 用 す る 。 し か し な が ら 、 金 属 被 覆 は 高 価 で あ り 、 薄 片 と な っ て 剥 が れ 落 ち て ト
ラ ン シ ー バ 内 の 光 学 系 を 汚 す 場 合 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 機 械 的 強 度 と コ ス ト と Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド 性 能 と の 間 の 三 つ の 兼 ね 合 い の 問 題 を 解
決 す る 光 フ ァ イ バ ト ラ ン シ ー バ モ ジ ュ ー ル が 必 要 と さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル は 、 電 磁 障 害 （ Ｅ Ｍ Ｉ ） シ ー ル ド
と 共 に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た 第 １ の ハ ウ ジ ン グ と 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 取 り 付 け ら れ た
光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ と 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け ら れ て 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ を 密
閉 す る 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ と を 含 む 。 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド は 、 導 電 性 メ ッ シ ュ と 導 電 性 フ ィ ン ガ
を 含 む 。 第 １ の ハ ウ ジ ン グ は 、 非 導 電 性 の ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア と 、 非 導 電 性 の ハ ウ ジ ン グ 側
壁 と 、 少 な く と も 一 つ の コ ネ ク タ 差 し 込 み 口 を 画 定 す る 非 導 電 性 突 出 部 と を 含 み 、 ハ ウ ジ
ン グ フ ロ ア と ハ ウ ジ ン グ 側 壁 は 、 導 電 性 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド の メ ッ シ ュ を 介 し て 射 出 成 形 さ れ
て 突 出 部 と 一 体 化 し 、 フ ィ ン ガ が 突 出 部 を 少 な く と も 部 分 的 に 包 囲 し て グ ラ ウ ン ド に 接 触
す る よ う に な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル の ハ ウ ジ ン グ が Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド と 共 に イ ン サ ー
ト 成 形 さ れ る こ と に よ り 、 機 械 的 強 度 が 十 分 で あ り 、 低 コ ス ト で あ り 、 か つ Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル
ド 性 能 が 十 分 で あ る 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル が 実 現 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 異 な る 図 面 に お い て 同 じ 参 照 符 号 を 使 用 す る こ と に よ り 、 類 似 ま た は 同 一 の 要 素 が 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル １ ０ を 示 す 。 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー
ル １ ０ は 、 Ｓ Ｆ Ｆ （ ス モ ー ル フ ォ ー ム フ ァ ク タ ） 、 Ｓ Ｆ Ｐ （ ス モ ー ル フ ォ ー ム フ ァ ク タ プ
ラ ガ ブ ル ） 、 Ｇ Ｂ Ｉ Ｃ （ ギ ガ ビ ッ ト イ ン タ フ ェ ー ス コ ン バ ー タ ） 、 １ × ９ 、 又 は Ｍ Ｔ Ｒ Ｊ
（ テ レ コ ム Ｒ Ｊ フ ォ ー ム フ ァ ク タ の マ ル チ フ ァ イ バ ） の ト ラ ン シ ー バ 等 の 任 意 の フ ォ ー ム
フ ァ ク タ か ら な る 送 信 器 、 受 信 器 、 又 は ト ラ ン シ ー バ と す る こ と が で き る 。 光 フ ァ イ バ モ
ジ ュ ー ル １ ０ は 、 電 磁 障 害 （ Ｅ Ｍ Ｉ ） シ ー ル ド １ ４ と 共 に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た 下 部 ハ ウ
ジ ン グ １ ２ と 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 上 に 取 り 付 け ら れ 、 片 持 ち フ ッ ク ８ ４ に よ り 固 定 さ
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れ る 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら 分 離 し た Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル
ド １ ４ を 示 す 。 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド １ ４ は 、 導 電 性 メ ッ シ ュ ２ ２ と 、 メ ッ シ ュ ２ ２ の 周 り の 導
電 性 シ ー ル ド 側 壁 ２ ４ と 、 シ ー ル ド 側 壁 ２ ４ か ら 延 び る 導 電 性 の 接 触 フ ィ ン ガ ２ ６ （ 全 て
は 表 記 せ ず ） を 含 む 。 メ ッ シ ュ ２ ２ は 、 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル １ ０ の 突 出 部 ５ ４ （ 図 ３ ）
を 介 し て 漏 出 す る Ｅ Ｍ Ｉ を 対 象 と な る 周 波 数 範 囲 に わ た っ て シ ー ル ド す る 小 さ い 穿 孔 を 有
す る 。 メ ッ シ ュ ２ ２ は さ ら に 、 光 フ ァ イ バ ー ケ ー ブ ル か ら 光 フ ァ イ バ ー コ ネ ク タ を 受 容 す
る た め の 開 口 ２ ８ を 画 定 す る 。 ま た 、 接 触 フ ィ ン ガ ２ ６ は 、 そ れ を ホ ス ト デ バ イ ス の ベ ゼ
ル に 取 り 付 け た と き に 、 Ｅ Ｍ Ｉ が 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル １ ０ の 周 り に 漏 出 し な い よ う に も
シ ー ル ド す る 。 ま た 、 接 触 フ ィ ン ガ ２ ６ は 、 モ ジ ュ ー ル を 挿 入 す る ベ ゼ ル 開 口 に 対 す る 頻
度 の 高 い 物 理 的 接 触 も 提 供 す る 。 一 般 に 、 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド １ ４ は 、 接 地 さ れ た ホ ス ト デ バ
イ ス の ベ ゼ ル と の こ の 物 理 的 な 接 触 を 介 し て 接 地 さ れ る 。 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド １ ４ は 、 金 属 薄
板 か ら 型 打 ち 又 は エ ッ チ ン グ さ れ て 、 良 く 知 ら れ た 金 属 薄 板 製 造 技 術 を 用 い て そ の 最 終 形
状 に 折 り 曲 げ ら れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 接 触 フ ィ ン ガ が シ ャ ー シ の グ ラ ウ ン ド に 接 触 す る
ベ ゼ ル 開 口 に 接 続 す る よ う に 、 接 触 フ ィ ン ガ が （ モ ジ ュ ー ル の 長 軸 に 沿 っ た ） 適 正 な 位 置
に あ る こ と が 、 側 壁 に よ り 保 証 さ れ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 ベ ゼ ル が た ま た ま イ ン サ ー ト
成 形 さ れ る 導 電 性 メ ッ シ ュ ２ ２ と 同 じ 平 面 に あ っ て 、 そ の た め Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド １ ４ と シ ャ
ー シ の グ ラ ウ ン ド と の 間 に 既 に 物 理 的 な 接 触 が 存 在 す る 場 合 に は 、 シ ー ル ド 側 壁 ２ ４ は 不
要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ と 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド １ ４ と 共 に イ ン サ ー ト 成
形 さ れ た 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 細 部 を 示 す 。 ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア ３ ２ は 、 通 気 孔 ３ ４ と ピ ン
開 口 ３ ６ を 有 す る 。 通 気 孔 ３ ４ に よ り 、 組 み 立 て 後 の モ ジ ュ ー ル １ ０ を 通 る 空 気 流 が 可 能
に な り 、 使 用 中 の 換 気 が も た ら さ れ る 。 ピ ン 開 口 ３ ６ は 、 ホ ス ト デ バ イ ス 内 の ホ ス ト 回 路
基 板 に 対 す る 電 気 接 続 の た め の ア ク セ ス を 提 供 す る 。 側 壁 ３ ８ と ４ ０ の 双 方 は 、 上 部 ハ ウ
ジ ン グ １ ６ か ら の 片 持 ち フ ッ ク ８ ４ を 係 合 さ せ る た め の 肩 部 ４ ２ （ 一 方 だ け が 視 認 可 能 で
あ る ） を 含 む 。 背 壁 ４ ４ は 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ の 上 面 に 係 合 す る た め の 片 持 ち フ ッ ク ４
６ を 含 む 。 基 準 点 部 ４ ８ に は 、 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ ６ ０ （ 図 ５ で 後 述 ） を 係 合 さ せ る た
め の 二 つ の Ｕ 字 形 切 開 部 ５ ０ が 含 ま れ る 。 取 り 付 け ピ ン ５ ２ （ 一 つ だ け が 視 認 可 能 ） を 設
け 、 ホ ス ト デ バ イ ス 内 の ホ ス ト 回 路 基 板 へ モ ジ ュ ー ル １ ０ を 取 り 付 け る 。 突 出 部 ５ ４ は 、
光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ を 受 容 す る た め の 二 つ の コ ネ ク タ 差 し 込 み 口 ５ ６ を 有 す る 。 突 出 部 ５
４ は 、 Ｓ Ｃ 、 Ｌ Ｃ 、 及 び Ｍ Ｔ Ｒ Ｊ の フ ォ ー ム フ ァ ク タ を 含 む 任 意 の コ ネ ク タ の フ ォ ー ム フ
ァ ク タ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド １ ４ の メ ッ シ ュ ２ ２ を 介 し て 射 出 成 形 さ れ る 。
例 え ば 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 金 型 は 、 Ｅ Ｍ Ｉ シ ー ル ド １ ４ と 共 に 装 填 さ れ 、 熱 可 塑 性 材
料 が 金 型 内 に 注 入 さ れ る 。 熱 可 塑 性 材 料 は メ ッ シ ュ ２ ２ の 穿 孔 を 通 っ て 流 れ 、 高 強 度 の 一
体 構 造 の 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ を 形 成 す る 。 特 に 、 ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア ３ ２ 、 側 壁 ３ ８ と ４ ０
、 及 び 基 準 点 部 ４ ８ が 、 メ ッ シ ュ ２ ２ を 介 し て 射 出 成 形 さ れ て 突 出 部 ５ ４ と 一 体 化 す る と
同 時 に 、 シ ー ル ド 側 壁 ２ ４ と 接 触 フ ィ ン ガ ２ ６ が 少 な く と も 部 分 的 に 突 出 部 ５ ４ を 包 囲 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 内 に 取 り 付 け ら れ た 光 電 子 サ
ブ ア セ ン ブ リ ６ ０ を 示 す 。 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ ６ ０ は 、 印 刷 回 路 基 板 （ Ｐ Ｃ Ｂ ） ６ ２ と
、 Ｐ Ｃ Ｂ ６ ２ 上 に 実 装 さ れ た 光 送 信 器 ア セ ン ブ リ ６ ４ （ 例 え ば 、 垂 直 共 振 器 型 面 発 光 レ ー
ザ 等 の 光 源 ） と 、 送 信 器 サ ブ ア セ ン ブ リ ６ ４ に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ
ー ス （ 又 は 送 信 器 ポ ー ト ） ６ ６ を 含 む 。 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ ６ ０ は さ ら に 、 Ｐ Ｃ Ｂ ６ ２
上 に 実 装 さ れ た 光 受 信 器 ア セ ン ブ リ ６ ８ （ 例 え ば 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 等 の 光 検 出 器 ） と 、
受 信 器 サ ブ ア セ ン ブ リ ６ ８ に 取 り 付 け ら れ た 受 信 器 コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス （ 又 は 受 信 器
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ポ ー ト ） ７ ０ を 含 む 。 各 コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス に は 、 そ れ ら の 外 面 上 に 、 Ｕ 字 形 切 開 部
５ ０ （ 図 ３ ） に 嵌 合 す る 円 周 溝 ７ ２ が 含 ま れ る 。 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 内 に 一 旦 納 ま る と 、
コ ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス ６ ６ と ７ ０ の ポ ー ト は 、 メ ッ シ ュ ２ ２ の 開 口 ２ ８ （ 図 ２ ） と 位 置
合 わ せ さ れ て こ れ を 貫 通 し 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル か ら 光 フ ァ イ バ コ ネ ク タ を 受 容 す る 。 コ
ネ ク タ イ ン タ フ ェ ー ス ６ ６ と ７ ０ は 、 Ｓ Ｃ 、 Ｌ Ｃ 、 及 び Ｍ Ｔ Ｒ Ｊ の フ ォ ー ム フ ァ ク タ を 含
む 任 意 の コ ネ ク タ の フ ォ ー ム フ ァ ク タ と す る こ と が で き る 。 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 内 部 に
取 り 付 け ら れ た 場 合 に 、 Ｐ Ｃ Ｂ ６ ２ の ピ ン ７ ４ （ 一 つ だ け が 表 記 し て あ る ） が ピ ン 開 口 ３
６ （ 図 ４ ） を 通 っ て 突 出 し 、 ホ ス ト 回 路 基 板 と 電 気 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 戻 っ て 参 照 す る と 、 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 下 部 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 上 へ ス ナ ッ プ
嵌 合 さ れ て 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ ３ ０ を 密 閉 す る 。 上 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 通 気 孔 ８ ２ と
片 持 ち フ ッ ク ８ ４ （ 一 つ だ け 視 認 可 能 ） を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 開 示 さ れ た 実 施 形 態 の 特 徴 の 他 の 様 々 な 適 用 と 組 み 合 わ せ は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る 。
多 数 の 実 施 形 態 が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 包 含 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 電 磁 障 害 （ Ｅ Ｍ Ｉ ） シ ー ル ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 図 １ の 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル の 下 部 ハ ウ ジ ン グ を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 図 １ の 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル の 下 部 ハ ウ ジ ン グ を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 図 ３ 及 び 図 ４ の 下 部 ハ ウ ジ ン グ 内 に 取 り 付 け ら れ た
光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ０ 　 光 フ ァ イ バ モ ジ ュ ー ル
　 １ ２ 　 下 部 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ４ 　 電 磁 障 害 （ Ｅ Ｍ Ｉ ） シ ー ル ド
　 １ ６ 　 上 部 ハ ウ ジ ン グ
　 ２ ２ 　 導 電 性 メ ッ シ ュ
　 ２ ６ 　 導 電 性 接 触 フ ィ ン ガ
　 ２ ８ 　 開 口
　 ３ ２ 　 ハ ウ ジ ン グ フ ロ ア
　 ３ ８ 、 ４ ０ 　 側 壁
　 ５ ４ 　 突 出 部
　 ５ ６ 　 コ ネ ク タ 差 し 込 み 口
　 ６ ０ 　 光 電 子 サ ブ ア セ ン ブ リ
　 ６ ６ 、 ７ ０ 　 コ ネ ク タ イ ン タ ー フ ェ ー ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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